
ＩＣＴを活用した学校教育の円滑な推進についての意見書

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う学校の臨時休業により、子どもたちは、これまで当た

り前のように通っていた学校で学ぶことができないという困難な状況に直面した。

今後も災害や感染症の発生による学校の長期にわたる臨時休業等が危惧されることから、緊

急時においても子どもたちの学びを保障できるよう、ＩＣＴを活用した学校教育環境の早急な

整備が求められている。

こうした中、国においては、児童生徒の１人１台端末及び高速大容量の通信ネットワークを

一体的に整備するＧＩＧＡスクール構想について、本年度の補正予算で端末整備の前倒し支援

や家庭学習のための通信機器の整備支援等の事業を措置し、早期実現を図ることとした。

しかしながら、ＩＣＴ機器を効果的に活用するためには、ＩＣＴを活用して適切に指導でき

るよう教員の資質向上を図ることや、ＩＣＴ環境の整備・活用を支援する専門人材を継続的に

配置することなど、学校の人的体制の強化が不可欠である。

さらに、整備したＩＣＴ環境を維持するにあたっては、インターネット回線の通信費や今後

の端末の更新費用など、多大な経費負担が見込まれる。

よって、国におかれては、ＩＣＴを活用した学校教育の円滑な推進を図るため、下記事項に

ついて特段の措置を講じられるよう強く要望する。

記

１ ＩＣＴを活用した効果的な学習活動を推進するため、教員のＩＣＴ活用指導力を向上させ

る研修等の充実を図るとともに、ＩＣＴ環境の整備・活用に係る支援員等の配置経費を継続

的に措置すること

２ 各学校が適切にＩＣＴ環境を維持できるよう、インターネット回線の通信費や定期的に必

要となる端末の更新費用について、十分な財政措置を講じること

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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